
91臨泌 75巻 2号　2021年 2月

歴史的背景として，腎細胞癌においてはがん免疫療法の先駆けとして IL-2 療法や
インターフェロン α（IFNα）療法が開発されてきた経緯があり，泌尿器腫瘍領域の
諸先生方はがん免疫療法の臨床開発に大きな貢献をされてきました．近年はこの開発
が飛躍的に進み，泌尿器腫瘍においても腎細胞癌と尿路上皮癌に対して，免疫チェッ
クポイント阻害薬が標準治療として実地臨床で用いられるようになり，さらには，進
行腎細胞癌の初回治療において複合免疫療法の臨床開発が順次成功し，現在は複数の
治療が選択できるまでになりました．進行期の腎細胞癌に対する複合免疫療法として
最初の承認を得た抗 PD-1 抗体＋抗CTLA-4 抗体の併用療法に関しては，長期フォ
ローアップデータも報告され，3 人に 1人程度の患者さんが長期生存を得られる可能
性が示されており，今後ますますの治療成績の向上が期待されています．
泌尿器科領域の臨床医学の発展は著しく，先生方が習得すべき領域はますます多岐

に渡り，各種良性疾患に加えて，悪性腫瘍においても腎細胞癌，尿路上皮癌，前立腺
癌，精巣腫瘍など多数の臓器に対する外科的治療，薬物療法はじめ幅広い専門知識が
求められ，頻繁に知識のアップデートを行っていただく必要があるかと存じます．
本特集では，腎細胞癌における複合免疫療法について，それぞれの領域のオピニオ

ンリーダーの先生方にこれまでの経緯から最新の知見まで詳しくご解説いただきまし
た．日常臨床および研究活動で日々多忙を極めておられる泌尿器科の先生方が，最新
治療について効率よく知識を整理していただく際に，少しでも役立つことができます
と幸甚です．
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複合免疫療法とは何か？
腎細胞癌の最新治療から学ぶ
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